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平 成 ２ ６ 年

上砂川町議会第４回臨時会会議録（第１日）

１１月２８日（金曜日）午前１０時００分 開 会

午前１０時２１分 閉 会

〇議事日程 第１号

第 １ 会議録署名議員指名について

第 ２ 会期決定について

１１月２８日 １日間

第 ３ 議案第３７号 特別職の職員の給与

に関する条例等の一部を改正する条

例制定について

第 ４ 議案第３８号 一般職の職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例

制定について

第 ５ 議案第３９号 平成２６年度上砂川

町一般会計補正予算（第３号）

〇会議録署名議員

６番 髙 橋 成 和

７番 横 溝 一 成

◎開会の宣告

〇議長（堀内哲夫） おはようございます。ただ

いまの出席議員は９名です。

理事者側につきましては、栗原教育委員長が所

用のため欠席しております。

定足数に達しておりますので、平成26年第４回

上砂川町議会臨時会は成立いたしましたので、開

会いたします。

（開会 午前１０時００分）

◎開議の宣告

〇議長（堀内哲夫） 直ちに本日の会議を開きま

す。

◎会議録署名議員指名について

〇議長（堀内哲夫） 日程第１、会議録署名議員

指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第124条の規定に

よって、６番、髙橋議員、７番、横溝議員を指名

いたします。よろしくお願いいたします。

◎会期決定について

〇議長（堀内哲夫） 日程第２、会期決定につい

て議題といたします。

お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日１

日にしたいと思いますが、これにご異議ございま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（堀内哲夫） 異議なしと認めます。

よって、会期は、本日１日に決定いたしました。

◎議案第３７号 議案第３８号

〇議長（堀内哲夫） 日程第３、議案第37号と日

程第４、議案第38号については関連性があります

ので、一括議題とし、提案理由並びに内容の説明

を求めてまいりたいと思いますが、これにご異議

ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（堀内哲夫） 異議なしと認めます。

したがって、日程第３、議案第37号 特別職の

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

制定についてと日程第４、議案第38号 一般職の

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制

定についてを一括議題といたします。

提案理由の説明を求めます。奥山町長。
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〇町長（奥山光一） ただいま一括上程されまし

た議案第37号及び議案第38号について提案理由を

申し述べますので、ご審議くださるようお願いい

たします。

初めに、議案第37号 特別職の職員の給与に関

する条例等の一部を改正する条例制定について。

特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改

正する条例を次のとおり制定するものとする。

提案の理由といたしましては、特別職の職員及

び町議会議員の給与、報酬について、人事院勧告

に準じた改定等を行うため関係条例を改正するも

のであること。

次に、議案第38号 一般職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例制定について。

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例を次のとおり制定するものとする。

提案の理由といたしましては、一般職の職員の

給与について、人事院勧告に準じた改定等を行う

ため関係条例を改正するものであること。

以下、内容の説明につきましては副町長からい

たしますので、よろしくお願いいたします。

以上でございます。

〇議長（堀内哲夫） 引き続き内容の説明を求め

ますが、条例本文が相当量となっておりますので、

読み上げについては省略したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（堀内哲夫） 異議なしと認めます。

したがって、条例本文の読み上げは省略するこ

とに決定いたしました。

それでは、内容の説明を求めます。林副町長。

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示により

まして、議案第37号及び議案第38号について一括

して内容の説明をいたします。

このたびの条例改正は、一般職、特別職及び議

会議員の給与、報酬について、平成26年人事院勧

告に準じた改定を行い、あわせて給与独自削減の

見直しを図るものであります。

お手元に配付しております資料ナンバー１をご

らん願います。初めに、人事院勧告の概要でござ

います。人事院の調査では、本年の民間事業所に

おける賃金引き上げの動きが反映されたことによ

り、官民比較の結果は民間給与が国家公務員給与

を上回ることとなったため、平成19年以来７年ぶ

りの給与引き上げ勧告を行っております。主な勧

告内容でありますが、１の（１）、今年度の給与

勧告にありますとおり、月例給では若年層に重点

を置きながら平均で0.3％、金額にいたしまして

平均で1,090円を引き上げ、あわせて初任給につ

きましても引き上げを図るものであります。また、

諸手当につきましても民間の支給状況に見合うよ

う期末勤勉手当は0.15月引き上げることにより、

現行の年間3.95月を4.1月とするもので、内訳と

いたしましては今年度においては６月期に1.9月

を支給済みであることから、12月期で調整を行い

2.2月を支給、次年度以降は６月期に1.975月、12

月期に2.125月を支給することとし、通勤手当は

交通用具の使用距離の区分に応じ100円から3,500

円までの幅で引き上げるもので、月例給の引き上

げとともに本年４月１日より施行するものでござ

います。

次に、１の（２）、給与制度の総合的見直しで

ありますが、人事院では民間賃金が低い地域を中

心に地域間の給与配分のあり方について見直しを

行い、来年度から全国共通に適用される給料表の

水準を引き下げる勧告を行っております。主な勧

告内容でありますが、①においては給料表の水準

を平均で２％引き下げ、若年層及び初任給の引き

下げは行わないものの、３級以上の級の高位号俸

については最大で４％程度引き下げるものでござ

います。なお、このことに関しましては生活給へ

の影響を考慮して激変を緩和するため３年間の経

過措置を講ずるとともに、40歳代や50歳代の昇給

確保の観点から５級以上については号俸の増設を

行うものでございます。

また、今回世代間の給与配分の適正化を含めた
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引き下げを講じたことから、②において平成22年

度より実施されている給料表６級相当の55歳を超

える職員に対する給料1.5％減額支給措置につい

ては、平成30年３月31日をもって廃止することと

されております。

③で諸手当につきましては、民間における支給

状況を参考に単身赴任手当の基礎額では7,000円

の引き上げ、また管理職員が災害等緊急時におい

て平日、深夜に勤務した場合、勤務１回につき6,

000円を超えない範囲で手当を支給することとし、

給料表の引き下げとともに平成27年４月１日より

実施するものでございます。

次に、給与独自削減の見直しでございます。議

員各位のご理解とご協力をいただきながら平成13

年から行財政改革の一環として取り組んでおりま

す給与独自削減でございますが、財政状況を十分

に考慮し、２の給与独自削減の見直しであります

が、一般職については給料表の水準が最大で４％

引き下げられることから本則での支給とし、議員

につきましても３％の削減をやめ本則での支給、

特別職三役につきましては削減を継続し、町長で

18％、副町長、教育長で12％とし、施行期日は議

員及び特別職の特例条例の期限が本年12月末とな

っていることから、一般職、議員、特別職、いず

れも平成27年１月１日より施行するものでござい

ます。

以上が改正の内容の説明でございますが、議長

のお取り計らいによりまして条例本文の読み上げ

は省略させていただきますので、よろしくお願い

いたします。

以上でございます。

〇議長（堀内哲夫） 以上で提案理由並びに内容

の説明が終了いたしましたので、これより順次、

質疑、討論、採決を行ってまいります。

議案第37号に対する質疑を受けます。質疑ござ

いませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（堀内哲夫） ないようですので、打ち切

ります。

これより討論を行います。討論ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（堀内哲夫） 討論なしと認めます。

これより議案第37号について採決をいたしま

す。

お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（堀内哲夫） 異議なしと認めます。

したがって、議案第37号 特別職の職員の給与

に関する条例等の一部を改正する条例制定につい

ては、原案のとおり決定いたしました。

次に、議案第38号の質疑、討論、採決を行って

まいります。

議案第38号に対する質疑を受けます。質疑ござ

いませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（堀内哲夫） ないようですので、打ち切

ります。

これより討論を行います。討論ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（堀内哲夫） 討論なしと認めます。

これより議案第38号について採決をいたしま

す。

お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（堀内哲夫） 異議なしと認めます。

したがって、議案第38号 一般職の職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例制定について

は、原案のとおり決定いたしました。

◎議案第３９号

〇議長（堀内哲夫） 日程第５、議案第39号 平

成26年度上砂川町一般会計補正予算（第３号）に

ついて議題といたします。

提案理由の説明を求めます。奥山町長。
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〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議

案第39号 平成26年度上砂川町一般会計補正予算

（第３号）について提案理由を申し述べますので、

ご審議くださるようお願いいたします。

平成26年度上砂川町一般会計補正予算（第３号）

は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ490万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ26億8,835万円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成26年11月28日提出

北海道上砂川町長 奥 山 光 一

以下、内容の説明は副町長からいたしますので、

よろしくお願いいたします。

以上でございます。

〇議長（堀内哲夫） 以上で提案理由の説明を終

わります。

引き続き内容の説明を求めます。林副町長。

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示により

まして、議案第39号について内容の説明をいたし

ます。

２ページであります。第１表、歳入歳出予算補

正。１、歳入、14款道支出金490万円の追加で、

１億712万9,000円となります。

３項道委託金490万円の追加で、934万1,000円

となります。

歳入合計が490万円の追加で、26億8,835万円と

なります。

２、歳出、２款総務費490万円の追加で、１億3,

452万1,000円となります。

４項選挙費490万円の追加で、814万4,000円と

なります。

歳出合計が490万円の追加で、26億8,835万円と

なります。

事項別明細書、４ページ、歳出でございます。

このたびの補正は、12月２日公示、12月14日投開

票の衆議院議員総選挙の執行経費を計上するもの

でございます。

３、歳出、総務費、選挙費、４目衆議院議員選

挙費490万円の追加で490万円となります。１節の

報酬42万7,000円の追加は、選挙管理委員４人、

投開票管理者９人、投開票立会人26人分の報酬で、

３節の職員手当等273万4,000円の追加は、投開票

事務従事者62人分の時間外手当でございます。７

節賃金15万4,000円の追加は、選挙事務臨時筆耕

及び雑益作業員等の賃金で９節で普通旅費として

２万4,000円計上するものでございます。11節需

用費66万6,000円の追加でありますが、選挙事務

用消耗品費で30万円、入場券、選挙公報特集号の

印刷製本費として14万6,000円、投票従事者食事

代として17万8,000円のほか燃料費２万円、電気

料１万円、計算機修繕料として１万2,000円を計

上するものでございます。12節役務費は、電気料

で２万5,000円、入場券等の郵便料で18万6,500円、

懸垂幕の広告料5,000円の合計21万7,000円を計上

するものでございます。14節委託料47万8,000円

の追加は、ポスター掲示場29カ所分設置委託とし

て42万9,800円、開票場設営委託として４万8,000

円を計上するものでございます。18節備品購入費

20万円の追加は、選挙事務機器としてパソコン２

台を購入するものでございます。

次に、４ページ、歳入でございます。２、歳入、

道支出金、道委託金、１目総務費委託金490万円

の追加で、931万4,000円となります。４節選挙委

託金490万円の追加は、ただいまご説明いたしま

した歳出の執行経費490万円全額計上するもので

ございます。

以上でございます。

〇議長（堀内哲夫） 以上で提案理由並びに内容

の説明が終了いたしましたので、これより順次質

疑、討論、採決を行ってまいります。

本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。大内議員。
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〇８番（大内兆春） 過日自治連会議で投票所２

カ所削減して、そのとき自治連の会議で出たので

すけれども、バスの話だとか。そのとき僕ら聞い

ていたのは、鶉本町に緑が丘が行くと説明受けた

のです。その後広報で見ると、緑が丘が鶉と一緒

になると。それで、住民周知の徹底ですか、鶉の

自治会の会長をしているのですが、その後僕に何

も話も来ないし、いきなり広報で出てきた話なの

です。ですから、そのときすぐ選挙あるなんてわ

かっていなかったのです。ですから、12月の役員

会で説明しようと思っていたのですが、21日解散

の急に選挙の運びになったわけですから、自治会

で何も説明していないのです。ですから、投票所

に、鶉にも依頼来ていたのですが、緑が丘にも出

しているのか。緑が丘が出てくるのか。それから、

バスの件はどうなったのか教えてください。

〇議長（堀内哲夫） ただいまの質問に対して答

弁者は。総務課長。

〇総務課長（米田淳一） ただいまの投票所の数

の話ですけれども、過日９月の自治連の会長会議

をおかりしまして、投票所の見直しについてお話

をさせていただいたところですけれども、まずは

このたびの衆議院議員選挙におきましては、十分

な周知期間等が持てない、なされないということ

から、自治連の会長会議でもお話ししましたよう

に、明年４月の知事、道議選挙から現在の８カ所

を６カ所にするということで、今後町広報等によ

りまして十分な住民周知を図っていきたいという

ふうに考えております。したがいまして、今回の

衆議院議員選挙につきましては、従前どおり町内

８カ所の投票所で選挙を実施させていただきたい

ということで、特段の住民周知等はこれまで一切、

全く行っておりません。

〇議長（堀内哲夫） ただいまの答弁でよろしい

ですか。

〇８番（大内兆春） はい。

〇議長（堀内哲夫） あとございませんか。質疑

を受けます。質疑ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（堀内哲夫） ないようですので、打ち切

ります。

これより討論を行います。討論ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（堀内哲夫） 討論なしと認めます。

これより議案第39号について採決いたします。

お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（堀内哲夫） 異議なしと認めます。

したがって、議案第39号 平成26年度上砂川町

一般会計補正予算（第３号）は、原案のとおり決

定いたしました。

◎閉会の宣告

〇議長（堀内哲夫） 以上で本臨時会に付議され

ました案件の審議は全部終了いたしました。

したがって、平成26年第４回上砂川町議会臨時

会を閉会いたします。

ご苦労さまでした。

（閉会 午前１０時２１分）
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